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Aurora and Tithonus

アウロラとティトノス
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を聞く・Web版

どんなおはなし？　夜明けの女王アウロラは、大すきなわか者ティトノスが死なないようにと大王ゼウスにたのみます

が、だいじなことをわすれてしまいます。

The beautiful youth, Tithonus, loved Aurora, the queen of the dawn. He was the

first one to greet her each day as she drew back the purple curtains of the east.

He made his bed on the green grass in the meadow that he might not miss her

coming.

Aurora grew to expect his welcome and to love the youth dearly.

One morning when she came Tithonus was not in his usual place.

As she looked anxiously around she saw him with pale face and closed eyes lying

upon the ground.

She darted down to earth and carried his almost lifeless body to Zeus.

She begged the great king to promise that Tithonus should never die.

But alas, in her haste, she forgot to ask that he might forever remain young.

Therefore he grew old and bent, and could no longer walk.

In misery, he begged to go back to the cool grass in the meadow where he had

been so happy.

Aurora in pity said, “you shall go, my Tithonus. To make you happy is my dearest

wish.

“You shall be free from all care.
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“You shall not be a man, lest you be compelled to work for your food in your old

age.

“You shall be a grasshopper, free to dance in the meadow grass all the long

summer days.

“I have prepared a dress for you, which shall protect you well.”

Then she gave Tithonus the wonderful grasshopper coat of mail which had been

unknown on earth until this time.

She tinted it a soft green so that he might not be noticed in the grass.

Tithonus went that day to live in the meadow and there, any summer day, you

may find him and his family hopping merrily about in the sunshine.
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和訳 アウロラとティトノス（Aurora and Tithonus）

美しいわか者ティトノスは、夜明けの女王アウロラが大すきでした。毎日、アウロラが東の空のむらさきの

カーテンを引くとき、いちばんにあいさつするのはティトノスでした。

アウロラが来るのを見のがさないように、ティトノスは野原の緑の草の上にねどこを作りました。

アウロラも、ティトノスがむかえてくれるのを楽しみにするようになり、このわか者を心から大切に思うよ

うになりました。

ある朝、アウロラがやって来ると、ティトノスはいつもの場所にいませんでした。

心配してあたりを見回すと、ティトノスが青い顔をして目をとじ、地面にたおれているのが見えました。

アウロラは地上へとんでいき、ほとんど息のないティトノスの体を、ゼウスのところへ運びました。

アウロラは、ティトノスが決して死なないようにすると、大王ゼウスにやくそくしてほしいとたのみまし

た。

けれども、ああ、あまりに急いでいたので、ティトノスがいつまでもわかいままでいられるようにたのむの

をわすれてしまいました。そのため、ティトノスは年をとって、こしが曲がり、もう歩けなくなりました。

つらくてたまらず、ティトノスは、あんなにしあわせだった野原のすずしい草の上にもどりたいとたのみま

した。

アウロラはかわいそうに思って言いました。「行ってもいいのよ、わたしのティトノス。あなたをしあわせ

にすることが、わたしのいちばんのねがいなのですもの。

「あなたを、どんな心配ごともない身にしてあげましょう。

「人間でいたら、年をとってから、食べ物のためにはたらかなくてはならないかもしれないから、人間では

なくしてあげましょう。

「あなたはバッタになるのです。長い夏の日のあいだずっと、野原の草の中で自由におどれるのよ。

「あなたをしっかり守ってくれる服を、用意しておきました。」

そう言って、アウロラはティトノスに、それまで地上にはなかった、バッタのすばらしいよろいをあたえま

した。

アウロラは、草の中で目立たないように、そのよろいをやさしい緑色にそめました。

ティトノスはその日、野原へすみに行きました。夏の日にはいつでも、ティトノスとその家族が、日の光の

中で楽しそうにはね回っているのが見つかりますよ。
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たんご と クイズ アウロラとティトノス

dawn 夜明け curtains カーテン meadow 野原

grasshopper バッタ green 緑色

Q1 アウロラがゼウスにたのみわすれたことは？

① いつまでもわかいままでいること ② お金持ちになること
か ね も

③ 空をとべること
そら

Q2 アウロラがよろいを緑 色にしたのはなぜ？
りょくしょく

① アウロラのすきな色だから
いろ

② 草の中で目立たないように
くさ なか め だ

③ 夏にすずしいから
なつ

こたえ

Q1　①　死なないようにはたのみましたが、いつまでもわかいままでいるようにたのむのをわすれてしまったのです。
し

Q2　②　ティトノスが草の中で目立たないように、やさしい緑色にそめたのです。
くさ なか め だ みどりいろ
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